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研究成果の概要（和文）： 

 難処理鉄鉱石を用いてバイオマス低温乾留時に発生するタールを熱分解し、炭素分を回収す

る実験に成功した。得られた鉄鉱石は低温で高速還元可能な優れた製鉄原料特性を示した。提

案するこの方法は製鉄所における資源、エネルギー、環境の３つの問題を同時に解決できる、

一石三鳥の魅力的手法である可能性を示唆した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Bio-tar, generated at lower temperature in pyrolysis of biomass, was successfully 
recovered in the form of deposited carbon using low grade iron ore. The 
carbon-containing, pre-reduced iron ore can be excellent raw material for ironmaking.  
This method appealed a possibility to solve problems of energy, resource and 
environment. 
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１． 研究開始当初の背景 
バイオマス低温乾留時に発生するタール

は未回収であり、分解のためには困難を伴う。
今後増大が予想される難処理鉱石は多量に
結晶水を含有する。製鉄業においてはこの二
つの問題を解決する方法が切望されている。 
 
２．研究の目的 

難処理鉱石は多量の結晶水を含有してい

る。加熱し熱分解すると内圧が上昇し次い
で水がガス化し外部に抜けるためその通り
道として多数の亀裂が発生する。得られる
多孔質酸化鉄はタール分解触媒・炭素回収
物質となり、この方法で処理された鉱石は
炭化物を内部に含む低温・高速還元可能な
優れた製鉄原料となることが期待できる。
本PJの目的はその基礎的特性を明らかにす
ることにある。 
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３．研究の方法 

実験室的規模のペンシルリアクター、熱
分析装置、XRD、およびラマン分光法などに
より実験を実施した。バイオマスとしては
松のおがくず、鉄鉱石としてはゲーサイト
鉱石の他、十数種類の鉱石を対象にした。 

 

図１ バイオマスガス化（Pyrolyser）
および鉱石に炭素析出（Tar recover）の
ための実験装置 

 

図２ 各試料のBET比表面積および平
均細孔径 

図３ 各種試料の細孔径分布の変化 

 
 

図４ 各種試料の炭化したタール量 

 
 

図５ 各種試料の模式図 

 
 

 
図６ 各種試料の粉末X線回折結果 

 



 

 

 
 
 
 

 
 
 
図７ 各国におけるバイオマスのポテンシ
ャルと日本製鉄が必要とするエネルギー 
 
 
 
４．研究成果 

得られた結果は安価難処理鉱石の有効活
用、還元反応速度向上、未利用タール使用
でCO2排出削減の可能性を示唆した。 
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